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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・佐藤　賀奈子様～13：30老健「はくじゅ」入所の為、退院となる。

＜柞木田Dr診察＞
・下村　洋子様～インスリン変更指示。本日から昼の決め打ちインスリンはランタス4E、ヒューマリンR3E。血糖値が80mg/dlを切った場合はランタスを3Eへ減量する。

・中川原　義雄様～本日からロナセンテープ(20)開始。ふらつきや転倒が見られるようであればロナセンテープ中止との指示であり、本人の状態を観察して主治医へフィードバックしていく。

[bookmark: _GoBack]・市沢　貞子様～食事摂取拒否も目立ち、食事中止、内服・点滴継続となる。傾眠が続くのであれば、バルプロ酸を4ml（朝2ml、夕2ml）へ減量可とのことであり、本人の状態を観察し主治医へフィードバックしていく。

＜要注目患者様情報＞
・西舘　利彦様～体温39.7℃、15：00発熱時使用。吸引は継続している。経管栄養継続中。

・橋本　キヨエ様～バイタルサイン測定困難になって来ている。モニター装着し観察していく。呼吸状態悪化傾向で酸素開始している。

・月舘　鐵男様～点滴中ライン自抜あり。刺しかえしている。8/13～食上げ、点滴1本へ減量（8/16まで）。誤嚥予防に努めていく。

・中居　ゆり様～経管栄養トラブルなく経過。黒色便あり、消化器症状ない。

・夏堀　博実様～徘徊は続いているが離棟行為なく穏やかに過ごしている。

・山本　幸夫様～帰宅要求と徘徊あったが夜間良眠。日中は穏やかに過ごしている。

・佐々木　節郎様～昼食覚醒不良で摂取出来なかったがバイタル異常なし。1時間後には離床し不調訴えない。

・窪田　ソヨ様～本日は危険行為なし。11：00体温38.2℃でクーリング開始。食事は自力で摂取できている。

・上野　揚子様～独歩で徘徊しており対面時穏やか。不調訴えなし。
　　　　　　　
＜事故の振り返り＞
・窪田　ソヨ様～8/12(月)8：00起床時、朝食前の離床声掛けすると右大転子部紫斑、疼痛あり。股関節・大腿部レントゲン施行し、日直医より右大腿骨頚部骨折所見あり。

今後の対策
・見守り、介入不足。
・情報共有不足により状態発見後から報告までに時間要している為、速やかに報
告、連絡、相談を行い、患者様の状態変化に注意し観察する。
